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もあり、大きく分かれている。前者の立場の例としてはシュルトケやレーべゲルンが





















郡 家族数 人数 農民 労働者 職員 手工業者
バート・ザルツンゲン 112 353 5 49 21 21
アイゼナハ 84 250 16 32 10 12
ノルトハウゼン 112 422 16 52 23 14
ミュールハウゼン 91 325 25 20 8 18
マイニンゲン 123 500 56 26 ― 30
ザールフェルト 63 185 11 15 16 12
ゾンネベルク 106 377 13 33 38 35
ヒルトブルクハウゼン 80 312 32 21 12 11
シュライツ 123 376 18 64 23 33
ヴォルビス 95 323 33 28 6 25
総　数 989 3423 225 340 157 211
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